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商品の輸出入として現象する

．はじめに

が，どの国民経済も輸出入均衡を達成しているわけで

はない。

に新古典派経

などの古典派

典派経済学は

出と輸入の均

をもつもの

「比較生産費

リカード， ミルなどの古

済学においても均衡を前提と

は，貨幣数量説を基軸として

，いわゆるセーの「販路説」

衡が達成されるとしたのであ

の交換であり，それは価値関

説」は２国間においては商品

典派経済学では輸出入均衡は

した理論体系となっている

国際収支均衡メカニズムを

における販売と購買の一致

る。さらにリカードの外国

係には影響しないという仮説

の価値の絶対比較が不可能で

所与のものであり，さら
）
。とりわけリカード，ミル

理論化したのであった。古

を外国貿易にも適用し，輸

貿易論は，異なる使用価値

を提起した。リカードの

あるから，国民経済での

絶対比較と国

ドの価値論は

た
）
。しかしリ

も当時の国際

自由貿易と保

おいては自由

求する資本家

安価による外

際間の相対比較といういわば

，国際間では国民経済の価値

カードの提起は，国際分業形

関係の中にあっては自由貿易

護貿易は，今日においても貿

貿易の推進こそが重商主義政

の要望に応えるものであった

国貿易という指摘を，国民経

二重の価値論を展開するの

論は適用しない，あるいは

成の理論としてスミスより

を志向する理論的枠組みを

易政策の基本となるもので

策への批判であり，また資

。このリカードの考え方は

済間における価値の相対比

であった。すなわちリカー

適用できない理論でもあっ

も体系的であり，なにより

提供するものでもあった。

あるが，リカードの時代に

本主義世界市場の拡大を希

，スミスに見られた高価・

較という論理に置き換える

ことによって

かしリカード

派経済学の理

均衡論の理論

ていない。リ

後の新古典派経済学の国際分

の「比較生産費説」に換わる

論とくにヘクシャー＝オリー

体系から提起されているが，

カード理論は，一般均衡論者

（ ）

業論の展開に道を拓くこと

べき外国貿易あるいは国際

ン理論およびその展開であ

その他の経済学体系からは

によって応用・展開されて

につながったのである。し

分業形成の理論は，新古典

るサミュエルソンなど一般

必ずしも体系的に展開され

きたとはいえ，ここではそ



の理論が今日で

しろリカード理

かが，国際経済

立命館経済

もその意義を失うことはない

論が展開できなかった国際価

論の重要課題なのである。
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ということを明らかにしよう

格・国際競争の理論をどのよ

とするのではない。む

うに体系的に説明する

国際価格は，

相場制での価格

なる商品の価格

義経済学の一部

している。国際

という問題があ

等価値交換は行

いうまでもなく商品の国際価

を同一レベルで論じることは

の現象形態・交易条件の問題

の論者
）
が主張するような国際

競争に関しては，国際価値が

る。あるいは国際的商品交換

われないという前提に立てば

値の現象形態であるが，金本

できない。また国際価値は，

として論じるべき領域なのか

的搾取の実態を明らかにする

等しい商品の交換を前提とす

＝外国貿易は，常に国際競争

，競争の中身はなにかという

位制下での価格，変動

ミルが論じるような単

，あるいはマルクス主

領域なのか議論は錯綜

れば競争の基準は何か

が行われている結果，

ことが問題になる。そ

こで本稿は，こ

かにするもので

資本・企業は

うとする。また

の国際価格の内容および国際

ある。

２．国際

，国内において他の企業より

資本・企業は，国民経済内部

競争の具体的展開はどのよう

価格形成の理論

も競争上有利にたち，多くの

だけでなく外国市場にも進出

に行なわれるかを明ら

利潤の取得を追求しよ

する。ただし外国市場

への進出は，必

企業の経済主体

商品は，国内市

競争力が高けれ

だけで相対的な

れば資本・企業

になる。ただし

ずしも最大利潤の取得を保障

からではなく商品生産の視点

場において相対的に過剰とな

ば外国市場を目指すことにな

過剰も生じないようであれば

は国内での相対的過剰と国際

外国市場に出ていくのは，特

されるものではない。それで

からみればどのようになるで

った場合，その商品を生産す

るだろう。しかし国内での生

，輸出は行われないかもしれ

的競争力を有する場合に，外

定の商品を生産している特定

は，外国貿易を資本・

あろうか。国内のある

る資本・企業の国際的

産が国内市場を満たす

ない。国民経済的に見

国市場に出ていくこと

の資本・企業に限定さ

れるわけではな

業全体において

国際間では同一

資本・企業にと

潤よりも低い場

企業にとっても

国際間ではある

い。輸出が行われる可能性が

である。なぜならば国民経済

商品は同一価値・価格であり

っては，輸出を行うというこ

合がある。商品の国際価格が

外国市場の方が多くの利潤を

一国の商品は，同じ価値・価

あるのは，商品を生産してい

内では資本・企業によって競

，同じ競争力をもつものとし

とは，外国で高い利潤を取得

国内よりも高い場合および低

取得できる場合と，国内利潤

格があるものと見なされるこ

る同一産業の資本・企

争力は異なっていても，

て扱われるからである。

する場合と，国内の利

い場合もあり，資本・

よりも低い場合がある。

とから生じる特徴であ

る。すなわちこ

あるいは資本・

のである。この

基礎的理論の領

国際価値論あ

のか，一般均衡

のことは国際間で同一商品は

企業のコストが相違していよ

国際間固有の特徴は，国際的

域で論じられてきた
）
。

るいは国際価格論は，リカー

論を前提とした単なる価格論

（ ）

，国民経済的な価値・価格が

うとも，同一価値・価格をも

価値あるいは国際的価格問題

ド以来の労働価値説を基軸に

として論じるべきなるのか議

異なっていようとも，

つという特徴によるも

として国際経済理論の

して論じるべき対象な

論は分かれている
）
。一



般均衡論の

論」的な視点

る要素の均

国際価

場合には，国際価値という概

から論じられているのでもな

衡配分を中心に論じる傾向に

格と国際的競争（岩田）

念を問題としているのではな

い。むしろ一般均衡論は，

あり， ミルのような国際

く，またいわゆる「価値

貿易・国際分業の背後にあ

価値論を展開はされてい

ないといえる

労働価値説

値説を国際間

るのかという

説といわれる

における法則

なっている。

。

を基軸にした国際価値論・国

に適用する場合は，国民経済

相違がある。これらの議論は

理論として対立してきた。国

であり，国際間では異なった

それはリカードの理論を労働

際価格論には，多くの議論

内の原理が国際間では直接

，国際価値関係説および国

際価値関係説といわれる理

理論で説明しなければなら

価値説でいかに合理的に説

が提示されてきた。労働価

的適用できるのか，変容す

際価値実体説・世界市場論

論は，価値原理は国民経済

ないとする考え方が基本と

明しうるかが課題となった。

リカード比較

法則の修正が

則の修正問

理・価値法則

界市場こそ価

強制的に国境

もある。した

なく，直接的

生産費説では国際間の「資本

なされる根拠とされる。この

題を論じたところにこの議論

の理論は国内であろうと国際

値原理・価値法則が十全に作

を設定されたことから価値原

がって世界市場は，資本主義

に諸原理・法則が貫く市場と

と労働の移動の困難性」が

絶対的命題を基本として，

の特徴がある。ところが世界

間であろうと資本主義の世

用する領域であるとする。

理・価値法則は，特殊・歴

の諸原理・法則が国民経済

して位置づけるのである。

国際間での価値原理・価値

国際間の価値原理・価値法

市場論的理解は，価値原

界では貫徹すると考え，世

国民経済は国家権力により

史的であり歪められる場合

という枠をはめられること

そこから国際価値論は，世

界市場で価値

の価値の実体

則が全面的に

歴史的な規定

る領域となる

は国際交換に

に世界市場で

原理・価値法則がどのように

と量的規定を明らかにするこ

開花するという考え方は，た

が与えられる領域であり，世

。むしろ世界市場でこそ市場

登場する商品の背後にある国

の労働は，国民的な性格から

貫くかということが中心的

とが重要であるとする。世

とえば国民経済内における

界市場では特殊的な規定か

価値の法則は全面的に開花

際分業関係は，労働の世界

抜き出て，いわゆる世界的

課題であり，その国際価値

界市場で価値原理・価値法

市場価値の理論は，特殊・

ら一般的な規定が与えられ

すると考える。その意味で

的配分にあるとする。とく

労働あるいは普遍的・一般

的労働として

国際価格の

現実的な問題

とで，経済学

した経済学

済学あるいは

である。国際

の意味をもつことになるとす

背後にある国際価値の理解・

分析にまでは至らなかった。

の本来の課題すなわち一般理

の方法は，「純粋」経済学理論

マルクス主義経済学の一部は

経済論の領域でも同様であっ

るのである。

理論は，いわば抽象レベル

経済学は，こうした抽象レ

論の構築につながると考え

の体系化を目指すという名目

，こうした「純粋」経済学

た。とりわけ国際価値論は

の議論であって，具体的・

ベルの議論を行っていくこ

る研究者も多かった。こう

でもあった。新古典派経

理論の構築を試みていたの

，その典型ともいわれる研

究対象であっ

上学化した学

析から乖離し

実践・政策化

国際的価値

析・展開に欠

た。こうした経済学の「純粋

問体系を忌避することにつな

，記号化したあるいは一部の

できないようなものとなって

の理論は，従来の議論におい

けていた。それでは具体的・

（ ）

」経済学への志向は，一部

がったのであった。すなわ

研究者にしか理解できない

いった。

てはその内容・理解に焦点

現実的な国際価値・価格に

で経済学離れすなわち形而

ち具体的・現実的な経済分

ような「理論」の経済学は，

があり，具体的・現実的分

基づく国際的競争の理論は，



どのように展開

関係論というよ

うとするもので
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すべきだろうか。従来の国際

うに分類される議論が行われ

あった。しかし両理論は，本
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価値論の理論問題では，国際

ていた。どちらの理論も価値

質的な問題に迫ろうとすれば

価値の実体論あるいは

の本質的な規定に迫ろ

するほど外国貿易の実

態とはかけ離れ

したがって国際

値の問題を解く

する考え方には

ければならない

均をあらわさな

たとえば，国

た理論となった。なぜならば

的競争論を論じる場合は，国

ことが必要である。国際経済

再考が必要である。むしろ

。国際価格は，各国民経済の

い特殊な現象であると考える

際価格とは何かといったとき

それらは国際価格論抜きの理

際価格の実体からはじめ，そ

においては，価格は価値の実

国際価格は，「価値」とは乖離

平均的「価値」をあらわすも

方が合理的である。

，同一商品は同一価格で取り

論であったからである。

の価格の背後にある価

体を正確に反映すると

して現象すると考えな

のと考えるよりも，平

引きされていることを

前提にして論理

る。今日の国際

半導体などであ

ても国際相場現

しているのであ

ん日常的な価格

般均衡論），客観

るのではなく，

構成されるべきであるとした

価格が同一化されている代表

り，すべての貿易商品に成立

象が成立しており，同一価格

る。日常的な価格の変動は，

変動の中で価格は一定の法則

価値説（労働価値説）とも同

一般的・合法則的な現象を対

が，現実には価格は統一され

的な国際商品は，石油，コー

しているわけではない。さら

で取り引きされてはいない。

統一価格が設定しにくいこと

性をもっていると考えてきた

様であった。経済学は，特殊

象としているのであり，例外

ずに貿易が行われてい

ヒー豆，小麦，砂糖，

にこうした商品におい

むしろ日々価格は変動

を示している。もちろ

のは，主観価値説（一

な形態を対象としてい

を明らかにするという

ことは，経済学

価格変動は，一

価格をどのよう

とは容易い。価

題に応えること

にたつか，客観

のように決めら

の目的に反しているという批

般的・合法則的な理論では解

な基準であらわすかという問

格は価値の現象形態であるか

になるという考え方である。

価値説にたつかという方法論

れるかという問題に直面し，

判もある。こうした批判があ

明できない事実があるのであ

題でもある。国際価格の基準

ら，価格の背後にある価値関

こうした考え方にたてば，さ

的相違はあるとしても，再び

国際価格の現実に迫る理論と

ろうとも国際経済での

る。したがって，国際

は価値であるというこ

係を明らかにすれば課

きのように主観価値説

価値の実態は何か，ど

して応用することがで

きなくなるので

また国際価格

民通貨との交換

じて各国通貨と

国の通貨の「価

は， 世紀から

イギリスを除い

ある。

は，金本位制の段階のように

比率および外国為替相場の変

の関係をあらわし，また世界

値」を正確に表示しているか

世紀まで国際通貨イギリス

た各国は，国際競争力を高め

世界貨幣＝金で表示されるの

動の問題となる。各国の通貨

貨幣＝金と結び付く。ところ

といえば，決してそうではな

のポンドを媒介にして為替相

るために，さらに輸出を増大

ならば，世界貨幣と国

は，外国為替相場を通

が外国為替相場は，各

い。各国の通貨の価値

場をあらわしていた。

し輸入を抑制するため

に外国為替相場

によって，輸出

場制であるが，

よって輸出価格

動相場制であれ

るような商品は

の切り下げを行なっていた。

商品の国民的価値を必ずしも

変動相場は各国の国際収支状

・輸入価格も大幅に変動しう

，商品の「価値」を正確にあ

，外国為替相場の変動による

（ ）

したがって，各国の輸出価格

正確にあらわしていないこと

況に応じて変動しているので

る。すなわち各国の輸出価格

らわしていないことになる。

変化だけでなく，一部は投機

は外国為替相場の変動

になる。今日は変動相

あり，その相場変動に

は，金本位制であれ変

また国際商品といわれ

商品として相場現象が



成立している

ことになる。

などによって

国際価

。ここでも相場の成立は，必

こうして世界市場では，国際

歪められているのである。し

格と国際的競争（岩田）

ずしも各国価値を正確に反

価格現象は外国為替相場変

たがって国際的な競争関係

映するものではないという

動や競争関係あるいは投機

を明らかにするためには，

価格ではなく

に「価値」関

争の問題は，

「価値」を対象にすべきであ

係の解明は，国際価格現象の

国際価格の理論レベルから論

３．国

るという理論がうまれるの

変動を分析することに至る

じる必要があることになる

際的競争の諸形態

である。しかし前述のよう

ことにならない。国際的競

。

ここまで，

的な価格を通

国民経

いとき，第２

低いとき，が

在するとしよ

， 企業

はあれ同様な

国際価格の背後にある価値の

じた国際的競争はどのように

済の 産業に関して，第１は

は，国際価格と同一水準にあ

想定できる。さらに 国民

う。その中で 企業は，競

は競争力が高い企業を想定す

競争関係にあると想定すれば

問題を論じてきたが，この

なるのであろうか。

，国際価格以下で生産が可能

るとき，第３は，国際価格

経済の 産業には，それぞれ

争力が低い企業， 企業は平

る。 国民経済， 国民経済

，国際間の競争関係に基づ

ような論理のもとで，具体

であり，国際競争力が高

以上すなわち国際競争力が

， ， … 企業が存

均的な競争力をもつ企業，

も産業間・企業間の相違

く貿易は次のように行われ

る。

第１の

であろう。

場合， ，

企業の価格

格を引き下

を図る。コス

国民経済の 産業は国際競争

たとえば 国民経済内で

企業の価格水準まで引き下

が高かったのは，コストが

げれば利潤の減少となる。そ

トの低下は，原材料費の削減

力が低い場合，国際関係およ

企業の商品価格は， ， 企

げなければ国内での販売は不

， 企業よりも高かったから

こで 企業は，価格を引き下

，エネルギー費の削減，労

び貿易は次のようになる

業の商品価格よりも高い

可能である。この場合

であり，競争によって価

げるためにコストの低下

働力の削減などによって可

能になる。こ

企業による

はコストの削

そうではない

る。 企業

生産した商

向すること

うしたコスト削減が不可能

買収を強いられるか，あるい

減に成功し価格を引き下げた

。すなわち国内市場において

は国内市場で販売できないと

品を販売しない限り利潤を実

になる。 企業の生産する商

であるならば 企業は，競争

は最悪の場合は倒産というこ

場合，国内市場で商品の販

の消費水準は，所得あるい

すれば，どのような行動をと

現できない。そこで 企業は

品が国際価格よりも高い場合

から脱落し，やがて他の

とになるだろう。 企業

売が可能かといえば決して

は生産力水準から一定であ

るであろうか。 企業は，

，外国市場への輸出を志

，国際競争上は不利であ

るから輸出

も輸出価格を

るか，場合に

争力が高い

利潤量の減少

かあるいはコ

市場を見いだすことは容易で

引き下げなければならない。

よっては利潤を確保できな

， 企業においても輸出を

は小さい。したがって 産業

ストの低下によって国際競争

（ ）

はない。さらに 企業は，輸

輸出価格の引き下げは，輸

い，あるいは損失も生じうる

志向すれば同様な事態が生じ

は，国際競争力を高めるた

力を高めなければ，外国企

出の場合，国内価格より

出によって利潤量が減少す

。 １企業に比して国内競

るが， 企業に比べれば

めに輸出価格を引き下げる

業による 商品の参入を余



儀なくされ，

第２は， 国

争力の平均水準

立命館経済

産業はやがて輸入部門に転化

民経済の 産業は，国際競

にあるが， 企業は平均以

学（第 巻・第２号）

することになってしまう。

争力が平均水準にある場合で

下であり， 企業は平均以上

ある。 企業は国際競

であるとする。この場

合， 企業に

を販売できると

ば外国への輸出

関係であれば，

る。また貿易当

する。貿易にあ

の為替手数料，

は，第１の例と同様の事態が

いうことであれば，どちらを

は，輸出のための諸費用を必

輸出のために倉庫料，海運賃

事者が距離的に離れていれば

たっては，外国為替手形を発

さらに外国為替相場変動によ

生じる。 ， 企業は，国内

選択するかといえば当然国内

要とするからである。たとえ

あるいは航空料，荷造り費，

，輸出してから商品の受け取

行するための諸費用，外国為

って為替差損が生じる場合も

でも外国市場でも商品

市場である。なぜなら

ば日本とアメリカとの

保険料などが必要であ

りまで一定の日数を要

替手形を売買するため

ある。したがって企業

は，こうした諸

品が国内で過剰

平均的であるの

為替のための諸

題になる。ただ

ないであろう。

めて国内と同様

上であり，

費用・危険性を回避するため

である場合には， 企業

だから，平均以下の国民経済

費用を加えても国内と同じ利

し輸出にかかる諸費用が利潤

国際競争力が平均的水準にあ

の利潤量が確保できるとい

企業と同様の条件にあるが，

に国内販売を優先するのであ

も輸出をめざすであろう。

に輸出すればよいのであるが

潤を取得できるのであれば，

量を大きく減少させるという

る国民経済の商品輸出は，輸

うことが条件になる。 企業

輸出の方が国内の利潤量より

る。しかし 産業の商

企業は，国際競争力は

，運賃，保険料，外国

輸出先の選定だけが問

場合は，輸出を志向し

出のための諸費用を含

は，国際競争力水準以

も高い場合は輸出を志

向するであろう

場を優先するで

第３は， 国

の企業に輸出の

方が，輸出によ

う。ついで

の増大が期待で

。輸出にかかる諸費用などに

あろう。

民経済の 産業のすべての

可能性がある。 企業に比

る利潤量は大きいならば，外

企業， 企業が輸出を志向す

きるからである。もちろん

よって国内の利潤量よりも低

企業の国際競争力が平均以上

べれば 企業の方が， 企

国市場へは 企業が最も拡

ることになる。いずれの企業

輸出市場は 国民経済よりも

くなる場合は，国内市

にある場合は，すべて

業に比べれば 企業の

大の方向を採るであろ

も輸出によって利潤量

国際競争力の低い国民

経済である。し

し， 企業は

引き下げても利

進出するために

ない。こうして

業は国内価格よ

争力の高い

かし輸出市場がそれほど大

国内市場での販売を余儀なく

潤の取得が可能だからであ

は，さらに 企業よりも輸

国民経済の 産業 ，

りも高い価格で輸出するこ

， 企業の利潤量は，国内価

きくないということになれば

されるであろう。なぜならば

る。そこで ， 企業が，国

出価格を引き下げ，国際競争

， 企業は，輸出市場を見

とによって利潤量を拡大した

格よりも高いかあるいは同一

， 企業の輸出が先行

企業は，輸出価格を

内市場から外国市場へ

力を高めなければなら

いだそうとする。 企

。 企業よりも国際競

水準での輸出が可能で

あれば， 企

業間の競争によ

だけでなく国際

間の競争と同じ

としてあらわれ

国民経済の

業よりも大きいことになる。

って輸出価格が低下する傾向

間でおこなわれている。国際

ような現象となる。それは

る。

国際競争関係の中で高い，

（ ）

国内競争と同様に輸出市場を

にある。こうした輸出をめぐ

間の競争関係は， 国民経

国民経済， 国民経済，

平均，低いの三つの段階から

確保するためには，企

る競争は，国内企業間

済内の ， ， 企業

国民経済間の競争関係

企業の商品輸出の可能



性をみてきた

の低い国民経

強いられるで

国際価

が，すべての産業で国際競争

済の企業が輸出を志向する場

あろう。なぜならば輸入国は

格と国際的競争（岩田）

力が低い場合は，輸出は可

合，国際価格かあるいは国

，同一商品で価格が高けれ

能であろうか。国際競争力

際価格以下での価格設定が

ば価格の低い他の輸入先を

みつけるから

減らすことに

外国市場を求

可能になるか

なくなるが輸

能になろう。

内販売価格よ

である。したがって競争力の

なる。しかし企業は国際競争

めざるをえない。そうでな

らである。国内価格以下での

出を行なっていく。輸出の継

年代から拡大した日本の

りはるかに安価であったが，

低い国民経済の企業は，輸

上不利にあっても，国内市

ければ企業は，企業としての

輸出を余儀なくされた企業

続・増大はやがて生産力を

自動車輸出において，アメ

アメリカ市場で一定のシェ

出することは一層利潤量を

場拡大を見込めないならば

存続（ ）が不

は，国内よりも利潤量は少

増大し，コストの低下が可

リカ市場への輸出価格は国

アを確保することによって，

生産力を増大

を国内よりも

出が拡大する

約３倍という

出価格による

て，生産力を

る。世界市場

ち市場の拡大

した。生産力の増大は，コス

高く設定することもできるよ

が，内外価格差あるいは国

高価格で売られていた）があっ

コスト割れをカバーしていた

増大し，やがて低輸出価格で

に後から参入する国民経済は

を求めることは，たとえ短期

ト低下につながり，またシ

うになった。同様に 代

内価格と輸出価格の大幅な乖

た。国内での高価格あるいは

のであった。すなわち輸出

も利潤があがるような体制

，このような方法で市場を

的には利潤量が少なくなっ

ェアの確保後には輸出価格

に日本のカラーテレビの輸

離現象（国内では輸出価格の

独占価格の設定は，低輸

市場を拡大することによっ

がつくられていったのであ

拡大しようとする。すなわ

ても国内価格よりも低い価

格，あるいは

の需要を見い

格よりも低い

本主義諸国は

にするような

の拡大・市場

てこれまで生

国際価格よりも安価での輸出

だせないほど生産過剰にある

輸出価格を設定しなければな

国内の需要を超えて生産を行

傾向が資本主義にはあるから

の拡大傾向は，国民経済を超

産力の拡大が行われてきたの

をする。競争力の低い国民

場合に輸出を志向しなけれ

らないような生産過剰にあ

う傾向にある。それは新し

である。資本主義の歴史的

えた世界市場的な性格をも

は，需要を拡大する生産的

経済の企業は，国内市場で

ばならない。それは国内価

る場合である。一般に，資

い需要・市場の拡大を可能

傾向としての絶えざる生産

っている。資本主義におい

需要および個人的需要・所

得の増大傾向

世界市場競

価格よりも安

ば，輸出それ

したがって価

価値を実現し

に世界市場で

があったからである。

争において，輸出を増大し生

価に設定しなければならない

自体ができない事態が生じる

格の低い国からの輸入を優先

なければならないので，国内

の競争は，国際価格を不断に

産力の増大をはかろうとす

。なぜならば国際価格と同

からである。輸入国はどこ

するであろう。また国内で

の「価値」以下での輸出も

押し下げる傾向をもつこと

るならば，輸出価格は国際

一水準で輸出しようとすれ

の国からも輸入可能である。

の過剰商品は輸出によって

余儀なくされる。このよう

になる。しかし世界市場で

は国際価格は

なければなら

え取得できな

る傾向をもつ

るための方策

産に限られて

不断に低下する傾向をもつと

ない。輸出による超過利潤の

いとなれば輸出を選択する必

ということになれば輸出を行

が講じられる。輸出価格を低

いる商品である。どちらの商

（ ）

いうことになれば，資本・

取得は不可能であり，場合

要がないからである。世界

わなくなるであろう。そこ

下する必要のない商品は，

品も別の国からの輸入が困

企業は輸出部門から撤退し

によっては国内の利潤量さ

市場では国際価格が低下す

で輸出価格の低下を阻止す

特産品あるいは特定国の生

難であるとすれば，国際価



格が高く設定さ

に特産品の価格

輸出価格を安定

立命館経済

れたとしても輸入せざるをえ

を安定させ輸出国を安定しさ

させようとするには，第１に

学（第 巻・第２号）

ない。多くの国で生産してい

えすれば，輸出価格を低下す

，安定的に輸出できる環境を

る国際商品もこのよう

る必要はない。そこで

整備すればよいのであ

る。安定的に輸

主国によって生

市場として組み

けで，植民地の

形成は，経済統

合は競争が行わ

協定を結び競争

出するためには，植民地・従

産構造・社会構造が変えられ

込まれているからである。現

獲得によって安定市場を形成

合という形態で追求されるの

れ，価格が低下する傾向があ

を排除することである。輸出

属国を獲得することである。

，宗主国のための原材料供給

在では植民地は太平洋地域な

するということは現実的でな

である。第２に，国際商品を

る。こうした傾向を阻止する

国の協定は，輸入国の価格に

植民地・従属国は，宗

地として，さらに販売

どで一部残っているだ

い。今日の安定市場の

輸出する国が多数の場

ためには，輸出国間で

よる選択 を取り除く

ことにある。た

を含んでいた。

もあった。こう

除することがで

て （国際エ

は先進国間で結

てアメリカは，

した。アメリカ

とえば 年の第四次中東

またその後のバナナ，銅鉱石

した協定は，参加している国

きるならば一定の効力をも

ネルギー機関）を設立し，その

ぶということになれば，むし

鉄鋼輸入をめぐって「トリガ

の鉄鋼業を守るというだけで

戦争後の 諸国による政

，サトウキビなどの輸出国機

が協力体制を崩すことなく，

つだろう。しかし先進国は，

後の石油価格引き下げを実現

ろ強固に価格引き下げを阻止

ー価格」を設定し， 年に

なく，国際価格を高位安定さ

策は，一種の価格協定

構は，輸出価格協定で

また他の国の干渉を排

の政策に対抗し

させた。こうした協定

することになる。かつ

はセーフガードを発令

せる目的であった。ア

メリカ市場への

さらに巨大企業

石油に関しては

を行なっている

意的に行なわれ

今日の貿易は

製品の国際価格

安価な鉄鋼輸出を阻止するこ

間で国際的な協定を結び，国

，「石油メジャー」という巨

。また最近では半導体の国際

ている。こうして国際価格が

，一次産品を除いた先進国の

は安定的に推移している。発

とによってアメリカ鉄鋼業を

際価格の安定化を図るという

大企業が に代わって，

価格設定も，アメリカ，日本

不断に低下する傾向は阻止さ

工業製品，とりわけ技術集約

展途上諸国の多くで生産され

保護する目的である。

ことも行われている。

共同で石油価格の設定

，韓国企業によって恣

れている。

型・資本集約型産業の

る一次産品価格は，国

際価格が安定し

出商品をもたな

ある。輸入すべ

て，輸出価格の

事態を招くとい

いているからで

「価値」以下で

ないばかりか，工業製品の価

い発展途上諸国は，貿易によ

き商品が工業製品だけでなく

低下，輸入価格の増大は，貿

うこともしばしばある。今日

ある
）
。発展途上諸国の一次産

あるとすれば，貿易によって

格に比べ相対的に低下傾向に

って収入が増大するのではな

食糧・食料品，日常生活品な

易収支を悪化させ，やがては

のアフリカ諸国の苦悩は，貿

品輸出が国際価格以下であり

損失を被ることになり，貿易

ある。一次産品しか輸

く，減少する場合すら

ど多数に及ぶ国にとっ

債務のみを増加させる

易システムが不利に働

場合によっては国民的

それ自体を続けること

は国民的損失と

は，かつて植民

化せず，さらに

たな生産地に組

のは，なにより

ていない状況で

いうことになる。それでも貿

地時代に宗主国の原料・食料

多国籍企業，アグリビジネス

み入れていることに大きな原

も低労賃労働が大量に存在し

は，労賃はいわゆる「価値」

（ ）

易を継続しているのはなぜか

供給地に変えられ，今日でも

などが「開発輸入」という名

因がある。発展途上諸国が低

ているからである。労働者の

以下の水準におかれることは

。それは発展途上諸国

生産体制は基本的に変

目で発展途上諸国を新

価格での輸出が可能な

基本的権利も与えられ

しばしばである。また，



多くの発展途

カでは，輸出

のである。ま

国際価

上諸国では輸出を増大しよう

商品は３品以下という国も少

たアフリカでは，輸出商品に

格と国際的競争（岩田）

としても輸出商品を生産す

なくない。したがって低価

対して政府が補助金を与え

ることはできない。アフリ

格でも輸出せざるをえない

る場合もある。輸出を確保

しなければ外

は，国内で補

水準になって

価格・管理価

貨収入の道が途絶えるからで

助金が与えられていること，

いることが主な要因である。

格設定によって輸出価格は，

４．国際

ある。すなわち輸出が，国

コストが安価であることと

さらに先進国の貿易にあら

引き下げることが可能にな

的競争論の現代的課題

民的価値以下でも可能なの

ともに，労賃が価値以下の

われたように国内での独占

る。

国際的商品

行われている

な交換の基準

品交換は国民

は通用するの

とである。国

は本来の資本

交換に登場する商品は，当然

。国際価値の問題は，その価

で行われているのかというこ

経済を超えた商品交換であり

か通用しないのか，あるいは

際間あるいは世界市場は資本

主義としての原理が貫くとす

のことながら価値をもって

値はどのようにしてはから

とである。この問題を考え

，国民経済の価値法則・価

国際間では別個の経済原理

主義の本来の法則・原理が

る考え方においては，国民

いるもの同士の交換として

れるのかあるいはどのよう

る場合の論点は，国際的商

値体系そのものは国際間で

が働くのかどうかというこ

貫く場であり，世界市場で

経済の原理・法則よりも世

界市場の原理

則が働くとす

世界市場の一

の問題として

民経済の原理

問題は国民経

値体系の比較

・法則のほうが上位にあり，

るのである。すなわち世界市

部分として構成されるのであ

位置づけなければならないと

・法則が国際的経済関係を通

済の価値関係を主軸としてい

あるいは関係の問題であると

世界市場の原理・法則に基

場では市場一般の原理・法

るから，国際価値の問題は

される。また世界市場は国

じて貫かれるのにすぎない

るだけである。したがって

するのである。

づいて国民経済の原理・法

則が貫き，国民経済はその

当然世界市場の原理・法則

民経済の複合体であり，国

のであるから，国際価値の

国際価値論は国民経済の価

この国際価

の方法・内容

してもいるの

あらわれてい

れている。特

問題には関心

の限りでは今

値論をめぐる二つの基本的な

にまでおよぶ相違となってお

である。国際経済論の方法的

る。また国民経済への経済政

に世界市場論的方法を基軸と

を示すこともなく，理論・法

日の経済学がもつ困難性・危

考え方は，国際価値論の解

り，その意味では日本の国

な相違は，現代の経済的状

策，国際経済政策への関心

した考え方の一部には，国

則の解明にのみ関心をもつ

機把握に乏しいといっても

釈にとどまらず，国際経済

際経済研究の認識水準を示

況に関する分析の相違にも

などの相違としてもあらわ

際経済政策への追求という

という状況もみられる。そ

よいのではないだろうか。

しかし国際経

とえば国際価

にある。最近

国際的に応用

そこで国際

する必要があ

済論は国民経済を基軸にして

値論はいまだリカードの比較

ではその欠陥を補うべくミル

するなどの方法も見られるよ

価値論を国民経済と国際経済

る。国民経済における国民的

（ ）

その関係を明らかにすると

生産費説の２国２財モデル

の国際的相互需要説を取り

うになっている。

の相互規定的関係を媒介す

価値は，国民的労働の大い

いう方法論においても，た

の適用を超えられない状況

入れる，あるいは地代論を

る論理は，次のように理解

さ・量によってはかられる。



それは国民経済

によって国民的

は，各国民的価

立命館経済

の社会的・平均的労働の量に

価値法則という規定が与えら

値体系を基準とした国際的価

学（第 巻・第２号）

よる量的規定，および人間的

れる。各国民経済の複合体で

値が決められることになる。

労働という実体的規定

ある世界市場において

それは各国民的平均的

労働を加重平均

価値の量的規定

場では量的規定

世界市場独自の

したものであり

によって形成さ

うな視角は，い

としたものであり，世界的労

となる。国際価値の実体は国

に用いたのと同様に世界的労

運動形態をとっているように

，世界市場独自で成立するも

れ，国民経済の運動によって

わば世界市場論的視角および

働という概念が与えられる。

民的労働の背後にある人間的

働という概念を用いる。この

みえるが，その内容は国民経

のではない。すなわち国際的

変化していくということを示

国際関係説的視角の両者をつ

世界的労働は，国際的

労働であるが，世界市

ように国際的価値は，

済の価値体系を基準と

価値は国民経済の運動

すものである。このよ

なぎ合わせたように見

えるが，内容的

価値論は世界市

な外国貿易の状

国際価値論の

動の問題である

外国為替相場の

れは商品の価値

い国際価格の変

には国際経済あるいは世界市

場論的視角と国際関係説的視

況に適用される内容をもつも

展開は，国際的競争の問題で

。たとえば外国為替相場の問

切り下げが行われれば，外貨

が変わらない状況での価格変

更であり，国際的競争の変更

場論の方法論の相違を表して

角の総合・統一が必要なので

のでなければならない。

あり，国際価格視点であり，

題では，国家による価格の度

建て輸出価格の低下をはかる

更となる。これは商品の国民

であり，国際的価値は世界的

いるのでもある。国際

あるが，同時に具体的

さらに外国為替相場変

量基準の変更すなわち

ことが可能になり，そ

的価値の変更を伴わな

労働の量も実体の変更

もなく，国際価

ためには，国際

いる。その国際

をもふまえた内

国為替相場は変

「価値」とは必

様相となってい

格現象が変わったことを意味

価値の実体・本質研究と同時

価値論研究は，リカードやミ

容を追求しなければならない

動為替相場制を採用してい

ずしも一致しない運動をとっ

るのである。

している。したがって国際価

に国際的競争を基軸にした研

ルの理論に後戻りするのでは

であろう。とりわけ今日の先

るという事実があり，その為

ている。すなわち国際価格の

値論研究を発展させる

究が必要になってきて

なく，近代理論の研究

進資本主義諸国での外

替相場は国民的貨幣の

変動はそれだけ複雑な
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